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令和 6 年地域井戸端会 報告書 

開催日時 令和 6 年 5 月 14 日(火) 18 時 30 分～20 時 30 分  

開催場所 木田まちづくりセンター 参加人数 13 人 

出席議員 西田清久、上野茂、牛尾昭 補助員 笹田卓 

テーマ別に

出た意見 

【総務文教】地域交通について～移動の自由をどうつくるか～ 

（今後の対応） 

〇今、木田地区としてやりたいことは自治会輸送。三隅に勉

強へ 

〇市営バスを廃止しては、人の少ない地域に大きい車両非効

率 

〇デマンドバス等利用少ない、ニーズが合っていないため 

〇動いていない時間帯の車シエアできないか 

〇公共交通計画、町民が喜ぶ要素１つもない 

〇単に高齢者の支援と考えるのでなく、自分で移動するのが

大変な人を対象にどこへ行きたいのかで調査するべき。 

〇利用者ニ－ズに合わせて便を設定した方が利用者は増える 

〇旭発浜田行き 1 便は高校生、一般乗客で混雑、その便だけ

でも大きな車両にできないか 

（現状） 

〇地域交通地域の 1 番の問題 

〇丸原から木田まで片道 3000 円のタクシ－代、敬老乗車券

あるうちはいいが。 

〇旭町の地域交通は危機的状況にある。地元住民が理解して

いるのか 

〇公共や商店が無くなるのは、住民のやったことの結果 

（課題） 

〇移動手段で車を利用してもガソリン代が高くスタンドもな

い 
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【福祉環境】市の環境施策や環境に配慮した市民活動のあり方について 

〇神楽など文化の継承は十分考える必要があるが、神楽殿な

ど大金をかけ必要ですか 

〇医療センターで会社の検診も受けられない 

〇がん治療できないのか 

〇医療センターは水につからない高台に 

〇拠点医療優秀な医師が必要 

〇産婦人科は旧市内にはないのか 

〇若い医師が浜田に定着しないのか 

〇働く所がなく若者が戻らない。市は長いスパンで考えてな

い 

〇考え方を変えないと浜田市は残れない 

〇ゆうひパ－クを高齢者の安らぎの場に 

〇民間で空き家をバリアフリ－にしてお年寄りの集合場所に 

〇福祉の充実の裏では保険料負担が生じている 

〇赤字で廃止の話があった、訪問入浴の復活はなぜか 

〇なぜ今下水、浜田市の物理的環境を整える方が先では 

【産業建設】地域産業の問題点と課題について 

〇建設業の維持、雇用の確保 

〇河川環境が悪くなっている。行政の支援を 

〇梨生産の維持担い手確保、20 年後が心配、農業跡継ぎがい

ない 

〇旭では大規模農家は育たない、小規模農家の支援が少ない 

〇耕作放棄地が増え、条件不利などで活用が困難、よい対策

は 

〇農業の大型機械は金がかかり個人ではできない、個人の農

業では兼業でないと生活できない、受け入れる企業を育てな

いと 

〇旭温泉の観光振興、温泉を中心とした住民のまとまりがな

い 

〇まんてんの今後、産直への出荷がなく栽培意欲がなくなっ

た 

〇地域資源の活用による地域産業の活性化、昼食する場もな
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い 

〇若い人より 50 代位の移住を求める 

自由意見 

【総務文教委員会】 

〇5 月の連休高速バス満員で、家族のうち 1 人だけ乗車や、

バス停で待つ間に弁当 2 回食べたなど、増便などは 

〇高齢者免許返納、1 人暮らしの方免許センターで返納、乗

車券は市役所へ運転運転できないので移動手段がない 

【福祉環境委員会】 

【産業建設委員会】 

〇農業、林業は JA など組合の活動が見えるが漁協は見えな

い 

〇八戸川漁協 400 人の組合員は魚を捕るだけでなく、川の清

掃、上流には水源地もある。海の漁協の方・・ 

【その他】 

〇井戸端会議、毎回同じ人でなく、若い人にも来てもらえる

ように 

 

   令和 6 年 5 月 14 日 報告者 上野茂    


